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庄 内平野における冬季雷 と渦の 関連性
一20fO 年 11 月 30 日の事例解析
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1．は じめに

　気象研究所ど R東日本との 共同研究プ ロ ジェ クト「高精度

セ ン シ ン グ技術を用 い た，列車運行判断の ため の 災害気象

の 監視・
予測手法の 開発 」では，雷放電，特に冬の El本海沿

岸で 発 生する冬季雷の 実態解明と，突風
・落雷直前予測ア

ル ゴリズム 開発を目的とした研究を 2009年 4 月か ら実施して

い る，雷放電と突風 は積乱雲内の 活発な上 昇流の もとに発

生すると考えられ て おり， メカニ ズム は直接リン クして い ない

が ， 発生環境に強 い 共通点が ある．そ の ため ， 突風直前 予

測の新たな指標として，全雷放電活動 （雲放電 ＋落雷）の

監視が有効で あることが示唆される．本研究で は ， 詣　 電の

進展に伴い放射される VHF 帯電磁波パ ル ス を観測して雷

放…斷立置の標定を行う装置を開発し，2009年 10月に酒田市

大浜 に設置して観測を開始した．その 後 2010 年 9 月に 同

様 の 雷観測点を庄内平野 に 3 ヶ所増設し，苗　 黽 位置の 3

次元標定が 可能となっ た （西橋ほ か
，
2011 春 A307）． 方，

突風の ほとんどが 」二空の 渦を伴うとい う知見 （楠ほか ，
2010

秋 D212）を踏まえ，レ ーダー一一による渦の 探知，追跡を 基本と

した鉄道用突風探知シス テ ムの 開発を進め てい る．

　本発表で は，2010年 11月 30 日に観測された雷方孀 と渦

との 関連卜生につ い て 報告する，

2 ．データ

4 ヶ所の 雷放電位置標定装置により得られた雷放電位置 3

次元標定データ，JR東日本・余目駅 X バ ン ドドッブラーレー

ダーによるレーダーエ コ ーデータ，お よび突風探知シ ス テ

ム による渦探知結果を用い る，

が 示唆され る初め て の 槻測亊例 で ある．今後は ， 観測 の 継

続により事例を蓄積し，雷放電と渦の 関連性につ い て さらに

詳細に調査する計画である．
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3 ．結果

　2010年 H 月 30022 〜23 時 （JST）に庄内平野を東進 し

た活発な積乱雲から多数の 雷放電が観測された．5 分毎の

発雷数 （フラソシ ュ 数）を図 1 に示す．解析S・1象領域は図 2

に示す領域で ある．雷放電活動 は 22：30〜22：35 に最も活発

となり，4 回 の 発雷が観測されて い る．一例として，22：32：15

か ら30秒間の 1 ス キャン （仰角 3Q ）により得られたレ
ー

ダ

ー
反射強度と，同 時刻に お ける雷放電位置 3次 元標定結果

の 水 平分 布を図 2 （a）に示 す．雷放電位置は東北東
一
西南

西の走向をもっ エ コ ー領域に沿っ て分布して い る．この 後，

雷放電活動が減衰噸 向に転じ，22：36：39 か ら 22：53：42 にか

けて，3 つ の渦列 （渦 A，B，　C）が断続的に探知された （図

1）．渦 C が消滅する直前の 22：53：13の レーダ
ー

反射 鍍 と，

それまでに探知された渦の軌助を図 2 （b）に示す．雷放電

活動は 渦 の 発生に先行して 活発化して おり，両者の 関連陸
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図 12010 年 11　A　30 日22：00 −23：00 （JSD の 5 分毎の 発

雷数 （フ ラッシ ュ 数）の 時間変化および探知された 3 つ の 渦

列 の 出現時間帯 ．  ，（b）の 時刻 は 図 2 に 対応する．
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図2 雷放電位置 3次元標定結果の 水平分布 （△印），JR東

日本レーダーに より探知された渦 （○印），および反射弓鍍 ．

（a）雷方媼 頃発時，（b）渦C の 探知時．
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